■第３回協議会議論のポイント

2015．１．29

※「→」箇所は事務局対応を含む、●箇所は資料等の対応箇所

	区　分
	主な内容

	①モデル路線等について
	○新柏さくら通りは、白線があるが内側にナビマークの設置となるのか

⇨新柏さくら通りは、現状路肩が1.0ｍ確保されており、75～90cm程度の青い矢印を外側線にかからないよう、外側線の歩道側に設置したいと考えている

　1.0ｍ以上の路肩幅が確保できない場合は、車道混在の整備で、外側線の上にナビマークを設置する予定である

○新柏さくら通りは、白線内への車の侵入や路肩への駐停車等も多くみかける。青いラインにより一目でわかりやすくした方が望ましいと考える

⇨柏の葉公園東で検討している自転車レーンは法規制が絡んでくる。千葉市の事例でも駐停車は課題の一つであり、今後、警察等の関係機関と協議し進める必要がある

○柏の葉公園東は、路肩幅が1.5ｍあり自転車レーンの設置となるのか。路肩幅が1.0ｍと1.5ｍで仕分けをしていくのか

⇨路肩幅が1.0ｍ確保できなければ自転車レーン設置は困難という考え。柏の葉公園東も、交差点付近は1.0ｍ確保が困難と想定され、交差点部は車道混在でナビマークの設置を想定している。今後、整備形態のフローに基づき検討を進めていく

○バス停付近の整備は。また、路面にバス停標示が無い箇所への自転車レーン設置の場合は、新たにバス停標示を行うのか。バス発着時等に自転車との接触の危険性を避けたいので配慮して欲しい

⇨柏の葉公園東は、バスベイ有無の両方がある。自転車レーンは、バスベイが確保されている場合は青いライン標示、確保されていない場合はバス停車部分の路面標示を行わない。車道混在の場合は、バスベイの有無にかかわらず青い矢印標示を行う。バス停を明確化するという方針なので、今後、バス事業者等と協議し検討していく

○バスベイにバスを入れずに自転車を逃す手法もあり、画期的に思える

⇨本市は道路幅員に余裕がある路線が少なく、今後、整備予定のある都市計画道路等で検討していきたい

	②路面標示・サイン設置について


	○青いラインについて、雨が降っても滑りにくい素材があるのか、また、どのような仕様が適切なのか利用者の意見も聞きたい

⇨千葉市の事例では、塗装が厚すぎるとハンドルがとられやすいという意見もあり、厚みを薄くすると摩耗しやすくランニングコストがかかる等の一長一短がある。モデル路線を早期に展開し、多様な整備手法の実践により、利用者の意見も反映しつつ、柏市にあった手法を模索しながら地域全体に導入していきたいと考える

○法定外の誘導サイン・看板等について、柏の葉キャンパス周辺は海外の留学生等も多い。絵だけで理解できるようなわかりやすいサインを選定して欲しい。また、柏市公共サインマニュアルと調整し検討すると良いのではないか

⇨誰もが理解しやすいユニバーサルデザインを心がけていきたい

○柏市の県道・主要地方道等は、過去に整備された路線が多く、道路両側に家が張り付いており、道路拡幅は困難。さらに、路肩幅が1.0ｍ以上確保されている路線は少ないが、車道混在型の路面標示ならばご協力できると考える。優先順位等を検討しつつ実施していきたい

	③計画の実現に向けて


	○「（仮称）かしわ自転車ネットワーク連絡調整会議」の設置とあるが、エリアを分けての検討など、具体的な推進体制を伺いたい

⇨先行してモデル路線整備の検討を進め、その後、順次路線ごとの整備検討を行う予定。道路管理者や交通管理者等は、これまでも通学路の安全対策等に協力を頂いており、他事業と関連させることにより相乗効果も期待できると考える。多様な場面で協議する機会と、集中的に協議検討する機会と、双方の場を設置しつつ柏市が先導役となり進めていきたいと考えている

○市民、事業者等との協力・連携も提示されており、継続した協議や情報の共有など定期的に集う体制を計画で位置づけておくと、今後、検討が進めやすいと考える

⇨市民アンケート結果を共有する連絡会議の設置など、協力を仰ぎ連携し進めていく

	④自転車に関わる交通安全対策について


	○千葉国道の東葛地域は、鉄道と並行する国道が多く、駅に行く際の国道横断時の事故が非常に多い。国道事務所はネットワークも重視するが、交差点での自転車誘導の仕方に重点をおいている。国道を横断し駅に向かう動線も考慮し、地域のネットワークと併せ検討したいと考える

⇨費用対効果や危険箇所の回避からは、ネットワークの観点にとらわれず、ポイントを絞った実践も重要と思われるので、国道・県道と連携し取り組んでいきたい

○警察等の話では、交差点の事故発生率が高いと聞く。海外事例でも、車の停車位置より自転車を前に出し、視認性を良くすることで安全性を高めている。交差点をどうコントロールするかがポイントである

○警察サイドとの協力を仰ぎながら進めていくべきである

○他の自治体でも、自転車レーンにおいて、自転車の停止線を前に出す試みがある

○モデル路線を展開し知見を得るということなので、色々な事例を参考とするのが良い。将来的な計画も見据え、他計画とも連携を図りながら、効果が見えやすい取り組みを行っていく必要がある

	⑤サイクルシェアを中心とした自転車利活用について


	●手賀沼周遊レンタサイクルは、ステーション位置の見直しを行っている。柏市民体育館のステーションは北柏ふるさと公園に移設予定。かしわスマートサイクルのポートマップは、東葛テクノプラザが抜けているので修正が必要。現在、ポート統廃合による経費削減を検討しているが、未確定であり、今後、策定時期に間に合うようであれば新たな情報を掲載して欲しい

⇨最終的に、策定時期に間に合うようであれば反映する。間に合わなければ「○年○月現在」等の表記とする

○レンタサイクル利用者が減少しているようだが、どのような人が利用し、どのような需要があるのかを明確にした上で事業展開した方が良いのではないか

○サイクルポートの位置が知られていない、貸出・回収のみの場となっているなど、自転車の楽しみをPRするような役割も担うべきでは。アクセスが悪く活かしきれない現状もある。市民サイクリング等の仕掛けを検討し、上手にＰＲして欲しい

⇨既存システムを活用し、他分野とも連携し総合的に取り組んでいきたい。また、ボランティアやNPOとも連携し展開していきたい。この計画により、高齢化や地球環境の変化等においても、自転車が重要な役割を担うことを伝えていきたい

○コミュニティサイクルは、全国的にも黒字となっているところが少なく、どの自治体も苦労していると聞く。課題や積極的な活用に向けた手法等を検討し、自転車を財産として活かす取り組みが必要である
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